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1 . Cultural Formation StudiesIIの刊行に際して
この報告書は、大阪大学大学院言語文化研究科が主催する「言語文化共同研究プロジェ




































2019年度の最初の研究会は、昨年度からの継続で、エドワード ・W・サイード (EdwardW. 
Said) のHumanismand Democratic Criticism (Palgrave Macmillan, 2004)の最終章を取り上げ
た。その後、やはり昨年度前半に取り上げた ConflictingHumanitiesの編者の一人であるロ
ージ・ブライドッティ (RosiBraidotti) の「ポストヒューマン」と人文学についての議論に




1. 2019年 4月 20日 (Said,Edward W. Humanism and Democratic Criticism. Palgrave Macmillan, 
2004.) 
・Chapter 5 "The Public Role of Writers and Intellectuals," pp. 119-144. 
pp. 119-131. 石倉綾乃； pp. 131-144. 小杉世
2.2019年 6月 1日 (RosiBraidotti, The Posthuman. Polity Press, 2013.) 
・Chapter 4 "Posthuman Humanities: Life beyond Theory," pp. 143-185. 
pp. 143-164. 村上八重子； pp. 164-185. 古東佐知子（岐阜市立女子短期大学）
3. 2019年 7月 27日 (GayatriChakravorty Spivak, Readings. Seagull Books, 2014.) 
・"Introduction," pp. 1-27. 
pp. 1-14. 桑脈拓也； pp. 14-27. 安保夏絵
4. 2019年 9月 21日 (Readings)
・Chapter 1 "Fanon Reading Hegel," pp. 28-66. 
pp. 28-40. 山田雄三
5.2019年 1月 9日 (Readings)
・Chapter 1 "Fanon Reading Hegel," pp. 28-66. 
pp. 40-57. 稲垣健志（金沢美術工芸大学）； pp. 57-66. 松本ユキ（近畿大学）
6.2019年 12月 14日 (Readings)
・Chapter 2 "Reading Spivak," pp. 67-98. 




7.2020年 2月 1日 (Readings)
・Chapter 2 "Reading Spivak," pp. 67-98. 
pp. 85-98. 久保和慎




Asias (2008)やAnAesthetic Education in the Era of Globalization (2012)など、これまでの研究
会でも何度か取り上げてきたが、私たちの研究会とスピヴァクとには、やや囚縁めいた関
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